
 
平成 25 年度 横浜市一般会計補正予算（第４号） 

建築局関係部分の概要 
 
１ 建築指導費に係る補正及び財源更正 

 

（１）減額及び増額補正      13 億 6,596 万 9 千円（10 款１項１目、10 款１項３目） 
     

     人件費において、給与減額措置に伴う減少額を補正します。 
また、公共建築物長寿命化対策費において、経済・市民生活対策として、 

増額補正を実施します。 

（単位：千円） 

 

 

（２）財源更正 
     

     公共建築物長寿命化対策費において、地域経済活性化・雇用創出臨時交付金の 

充当事業変更に伴い、財源を更正します。 

 
10 款建築費 １項建築指導費 ３目公共建築物長寿命化対策費                    （単位：千円） 

 

款項目 予算額 補正額 補正後 節 金額 

10 款 建築費 21,331,299 1,365,969 22,697,268  

 

１項 建築指導費 10,998,762 1,365,969 12,364,731
 

 

１目 建築行政 

   総務費 
7,525,870 △134,031 7,391,839

２ 給料 △74,869 

３ 職員手当等 

 (2) 地域手当 

(7) 超過勤務手当 

(10) 管理職手当 

(11) 期末・勤勉手当

△37,747 

△ 9,265

△ 5,541

△ 2,331

△20,610

４ 共済費 

 (2) 共済組合負担金

△21,415 

△21,415

３目 公共建築物 

長寿命化対策費 
3,327,865 1,500,000 4,827,865 13 委託料 1,500,000 

 
予算額 

財源内訳 
国県支出金 市債 その他 一般財源 

予算額 3,327,865 － － － 3,327,865

補正額 － － 35,000 － △35,000

補正後 3,327,865 － 35,000 － 3,292,865
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（３）補正額の財源内訳（10 款１項 建築指導費） 
下表は（１）減額及び増額補正と（２）財源更正を合算したものです。   （単位：千円） 

 

 
 
２ 建築指導費に係る繰越明許費補正 

 

（１）概要 
      建築指導費において、繰越明許費を設定します。 
 
（２）設定額 

10 款建築費 １項建築指導費 １目建築行政総務費       （単位：千円） 
 金  額 

狭あい道路拡幅整備事業 36,000  

 
10 款建築費 １項建築指導費 ３目公共建築物長寿命化対策費  （単位：千円） 
 金  額 

公共建築物長寿命化対策事業 1,500,000  

 
 
（３）補正理由 

（単位：千円） 

事業名 執行予定額 
年 度 内
執行見込額

翌 年 度
繰 越 額

理  由 

狭あい道路 

拡幅整備事業 
824,180 788,180 36,000

拡幅整備工事に先立ち、

想定していなかった水

道本管の切り回し工事

が必要となったため 
 
（単位：千円） 

事業名 執行予定額 
年 度 内
執行見込額

翌 年 度
繰 越 額

理  由 

公共建築物 

長寿命化対策事業 
4,727,865 3,227,865 1,500,000

本増額補正の対象であ

る工事について、年度内

の完了が困難となるた

め 

 

 
予算額 

財源内訳 
国県支出金 市債 その他 一般財源 

予算額 10,998,762 1,087,454 256,000 423,707 9,231,601

補正額 1,365,969 － 35,000 － 1,330,969

補正後 12,364,731 1,087,454 291,000 423,707 10,562,570


